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(57)【要約】
【課題】第１と第２の２つの燃焼室１１，１２と、第１
と第２の各燃焼室に収納した第１と第２の各バーナ２１

，２２と、第１と第２の各燃焼室に空気を供給する第１
と第２の各ファン４１，４２と、第１と第２の両燃焼室
の排気側に接続される共通の排気通路５とを備える複合
燃焼装置であって、第１バーナと第２バーナの一方のみ
を燃焼させる単独燃焼時に、第１ファンと第２ファンの
うち燃焼させる一方のバーナに対応する燃焼側のファン
だけでなく燃焼させない他方のバーナに対応する非燃焼
側のファンも作動させるものにおいて、単独燃焼時にお
ける非燃焼側ファンの騒音低減と排気通路閉塞による燃
焼排ガスの逆流防止との両立を図ることができるように
する。
【解決手段】排気通路の閉塞度合の増加に応じて燃焼側
のファンの回転数を増加補正すると共に、非燃焼側のフ
ァンの回転数も増加補正する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１と第２の２つの燃焼室と、第１燃焼室に収納した第１バーナと、第２燃焼室に収納
した第２バーナと、第１燃焼室に空気を供給する第１ファンと、第２燃焼室に空気を供給
する第２ファンと、第１と第２の両燃焼室の排気側に接続される共通の排気通路とを備え
る複合燃焼装置であって、
　第１バーナと第２バーナの一方のバーナのみを燃焼させる単独燃焼時に、第１ファンと
第２ファンのうち燃焼させる一方のバーナに対応する燃焼側のファンだけでなく燃焼させ
ない他方のバーナに対応する非燃焼側のファンも作動させるものにおいて、
　排気通路の閉塞度合を検出する閉塞検出手段を備え、
　閉塞検出手段で検出された閉塞度合の増加に応じて燃焼側のファンの回転数を増加補正
すると共に、非燃焼側のファンの回転数も増加補正することを特徴とする複合燃焼装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１と第２の２つの燃焼室と、第１燃焼室に収納した第１バーナと、第２燃
焼室に収納した第２バーナと、第１燃焼室に空気を供給する第１ファンと、第２燃焼室に
空気を供給する第２ファンと、第１と第２の両燃焼室の排気側に接続される共通の排気通
路とを備える複合燃焼装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の複合燃焼装置では、第１バーナと第２バーナの一方のバーナ、例えば、第１バ
ーナのみを燃焼させる単独燃焼時に、第１バーナの燃焼排ガスが燃焼させない第２バーナ
を収納する第２燃焼室に逆流することがある。そして、このような逆流を生ずると、第２
燃焼室で燃焼排ガス中の水分の結露を生じたり、逆流した燃焼排ガスが第２ファンを経由
して第１ファンに吸い込まれ、燃焼中の第１バーナに供給する空気中の酸素濃度が低下し
て、燃焼不良を生ずる。
【０００３】
　そこで、従来、第１バーナと第２バーナの一方のバーナのみを燃焼させる単独燃焼時に
、第１ファンと第２ファンのうち燃焼させる一方のバーナに対応する燃焼側のファンだけ
でなく燃焼させない他方のバーナに対応する非燃焼側のファンも作動させ、一方のバーナ
の燃焼排ガスが非燃焼側の燃焼室に逆流することを防止するようにしたものが知られてい
る（例えば、特許文献１参照）。尚、燃焼側のファンは、バーナの燃焼量に応じた所要量
の空気を供給するのに必要な回転数で回転させるが、非燃焼側のファンは、燃焼に無関係
であるため、所定の一定回転数で回転させるようにしている。
【０００４】
　ところで、排気通路が鳥の巣や養生シート等で閉塞されると、空気供給量が減少してし
まう。そこで、上記従来例のものでは、排気通路の閉塞度合の増加に応じて燃焼側のファ
ンの回転数を増加補正し、所要量の空気が供給されるようにしている。
【０００５】
　また、排気通路が閉塞されると、単独燃焼時に燃焼排ガスが非燃焼側の燃焼室に逆流し
やすくなる。ここで、上記従来例の如く、非燃焼側ファンを一定回転数で回転させる場合
、この回転数を高く設定すれば、排気通路が閉塞したときの燃焼排ガスの逆流を防止する
ことができる。然し、非燃焼側ファンは燃焼に無関係であるため、その回転数はできるだ
け低くしてファン騒音を低減することが望まれており、排気通路が閉塞したときの燃焼排
ガスの逆流防止との両立を図ることが困難になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００６－２９７４０号公報（段落００２２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、以上の点に鑑み、単独燃焼時における非燃焼側ファンの騒音低減と排気通路
閉塞による燃焼排ガスの逆流防止との両立を図ることができるようにした複合燃焼装置を
提供することをその課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明は、第１と第２の２つの燃焼室と、第１燃焼室に収
納した第１バーナと、第２燃焼室に収納した第２バーナと、第１燃焼室に空気を供給する
第１ファンと、第２燃焼室に空気を供給する第２ファンと、第１と第２の両燃焼室の排気
側に接続される共通の排気通路とを備える複合燃焼装置であって、第１バーナと第２バー
ナの一方のバーナのみを燃焼させる単独燃焼時に、第１ファンと第２ファンのうち燃焼さ
せる一方のバーナに対応する燃焼側のファンだけでなく燃焼させない他方のバーナに対応
する非燃焼側のファンも作動させるものにおいて、排気通路の閉塞度合を検出する閉塞検
出手段を備え、閉塞検出手段で検出された閉塞度合の増加に応じて燃焼側のファンの回転
数を増加補正すると共に、非燃焼側のファンの回転数も増加補正することを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、単独燃焼時における非燃焼側ファンの回転数を騒音低減のために低く
設定しても、排気通路が閉塞した時は、燃焼側ファンだけでなく非燃焼側ファンの回転数
も閉塞度合の増加に応じて増加補正されるため、燃焼排ガスの逆流を防止できる。そして
、排気通路が閉塞されていないときは、非燃焼側ファンの回転数を低く抑えることができ
るため、ファン騒音も低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態の複合燃焼装置の概略構成図。
【図２】実施形態の複合燃焼装置の単独燃焼時の第１と第２の両ファンの制御を示すフロ
ー図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態の複合燃焼装置である給湯兼暖房用の複合熱源機を示してい
る。この熱源機は、第１と第２の２つの燃焼室１１，１２とを備えている。第１燃焼室１

１には、下部の第１バーナ２１と上部の第１熱交換器３１とが収納され、第２燃焼室１２

には、下部の第２バーナ２２と上部の第２熱交換器３２とが収納されている。
【００１２】
　また、第１燃焼室１１の下面には、第１燃焼室１１に空気を供給する第１ファン４１が
接続され、同様に、第２燃焼室１２の下面には、第２燃焼室１２に空気を供給する第２フ
ァン４２が接続されている。また、第１と第２の両燃焼室１１，１２の排気側たる上面に
は、共通の排気通路５が接続されている。
【００１３】
　第１熱交換器３１は、給湯用の熱交換器であって、上流側の給水管と下流側の出湯管と
が接続されている。また、第２熱交換器３２は、暖房用の熱交換器であって、上流側の戻
り管と下流側の往き管とを介して床暖房等の暖房回路（図示せず）に接続されており、暖
房回路に第２熱交換器３２を介して温水を循環させて、暖房を行う。尚、給湯の方が暖房
よりも大きな加熱能力を必要とするため、第１の燃焼室１１、バーナ２１及び熱交換器３

１は、第２の燃焼室１２、バーナ２２及び熱交換器３２よりも大型になっている。
【００１４】
　第１と第２の各バーナ２１，２２に対する第１と第２の各ガス供給路６１，６２には、
夫々第１と第２の各元弁７１，７２と第１と第２の各比例弁８１，８２とが介設されてい
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る。これら元弁７１，７２と比例弁８１，８２とファン４１，４２は、コントローラ９に
より以下の如く制御される。
【００１５】
　即ち、出湯管の下流端の出湯栓が開かれて第１熱交換器３１に通水されると、第１元弁
７１を開弁させると共に第１バーナ２１用のイグナイタ（図示せず）を作動させて、第１
バーナ２１に点火する。更に、給湯負荷に応じた要求燃焼量のガスが第１バーナ２１に供
給されるように第１比例弁８１を制御すると共に、要求燃焼量に対応する量の空気を供給
するのに必要な燃焼必要回転数を算出して、第１ファン４１を燃焼必要回転数で回転させ
る。また、暖房スイッチがオンされて第２熱交換器３２に通水されると、第２元弁７２を
開弁させると共に第２バーナ２２用のイグナイタ（図示せず）を作動させて、第２バーナ
２２に点火する。更に、暖房負荷に応じた要求燃焼量のガスが第２バーナ２２に供給され
るように第２比例弁８２を制御すると共に、要求燃焼量に対応する量の空気を供給するの
に必要な燃焼必要回転数を算出して、第２ファン４２を燃焼必要回転数で回転させる。
【００１６】
　また、第１バーナ２１と第２バーナ２２の一方のバーナのみを燃焼させる単独燃焼時に
は、第１ファン４１と第２ファン４２のうち燃焼させる一方のバーナに対応する燃焼側の
ファン（第１バーナ２１の単独燃焼時は第１ファン４１、第２バーナ２２の単独燃焼時は
第２ファン４２）を燃焼必要回転数で回転させると共に、燃焼させない他方のバーナに対
応する非燃焼側のファン（第１バーナ２１の単独燃焼時は第２ファン４２、第２バーナ２

２の単独燃焼時は第１ファン４１）を所定の一定回転数で回転させ、一方のバーナの燃焼
排ガスが他方のバーナを収納した非燃焼側の燃焼室に逆流しないようにする。
【００１７】
　ところで、排気通路５が鳥の巣や養生シート等で閉塞されると、第１と第２の各ファン
４１，４２を燃焼必要回転数で回転させても、第１と第２の各燃焼室１１，１２への供給
空気量は要求燃焼量に対応する空気量よりも減少してしまう。この場合、排気通路５の閉
塞度合を検出し、燃焼側ファンの回転数を排気通路５の閉塞度合の増加に応じて燃焼必要
回転数よりも増加補正すれば、燃焼中のバーナを収納した燃焼室への供給空気量を要求燃
焼量に対応する空気量に維持することができる。具体的には、閉塞度合の増加に応じて大
きくなる補正係数（≧１）を定めておき、閉塞度合に対応する補正係数を燃焼必要回転数
に乗算した回転数でファンを回転させる。
【００１８】
　尚、排気通路５の閉塞を生ずると、第１と第２の各ファン４１，４２のモータに流れる
ファン電流が低下する。そこで、本実施形態では、各ファン４１，４２の回転数とファン
電流を検出する回転センサ及び電流センサ（図示せず）を設け、これらセンサの検出信号
をコントローラ９に入力して、ファン回転数とファン電流との相関関係から排気通路５の
閉塞度合を検出するようにしている。この場合、回転センサ、電流センサ及びコントロー
ラ９で閉塞検出手段が構成されることになる。
【００１９】
　第１バーナ２１と第２バーナ２２の一方のバーナのみを燃焼させる単独燃焼時には、上
述したように非燃焼側のファンを一定回転数で回転させる。ここで、非燃焼側のファンは
燃焼に無関係であるため、その回転数をできるだけ低くして、ファン騒音を低減すること
が望まれる。然し、非燃焼側のファンの回転数を低くしたままでは、排気通路５の閉塞を
生じたときに、燃焼中のバーナの燃焼排ガスが非燃焼側の燃焼室（第１バーナ２１の単独
燃焼時は第２燃焼室１２、第２バーナ２２の単独燃焼時は第１燃焼室１１）に逆流するこ
とを防止できなくなる。そこで、本実施形態では、単独燃焼時に、燃焼側ファンと非燃焼
側ファンとを図２に示す如く制御している。以下、この制御について詳述する。
【００２０】
　単独燃焼時は、先ず、ＳＴＥＰ１で排気通路５の閉塞度合Ｃを燃焼側ファンの回転数と
ファン電流との相関関係に基づいて検出する。次に、ＳＴＥＰ２で閉塞度合Ｃが所定の閾
値ＹＣ（例えば、６０％）以上になったか否かを判別する。Ｃ＜ＹＣであれば、燃焼側フ
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数を燃焼必要回転数に維持すると共に、ＳＴＥＰ４に進んで、非燃焼側ファンの回転数を
一定の設定回転数に維持する。
【００２１】
　Ｃ≧ＹＣであれば、ＳＴＥＰ５に進んで、閉塞度合Ｃに対応する補正係数Ｒをテーブル
検索で求める。次に、ＳＴＥＰ６に進み、燃焼側ファンの回転数を燃焼必要回転数に補正
係数Ｒを乗算した値に増加補正して、燃焼側の燃焼室への供給空気量が要求燃焼量に対応
する量に維持されるようにする。
【００２２】
　このように燃焼側ファンの回転数を増加補正すると、次に、ＳＴＥＰ７に進み、非燃焼
側ファンの回転数を、設定回転数×｛（Ｒ－１）Ｋ＋１｝で算出する値に増加補正する。
ここで、Ｋは、燃焼装置の機種に応じて後述する如く定められる定数である。
【００２３】
　以上の制御によれば、単独燃焼時における非燃焼側ファンの回転数を騒音低減のために
低く設定しても、排気通路５が閉塞した時は、燃焼側ファンだけでなく非燃焼側ファンの
回転数も閉塞度合Ｃの増加に応じて増加補正されるため、燃焼排ガスの逆流を防止できる
。そして、排気通路５が閉塞されていないときは、非燃焼側ファンの回転数を低く抑える
ことができるため、ファン騒音も低減できる。
【００２４】
　尚、排気通路長の短い機種では、ファン騒音が外部に漏れ出やすくなるため、非燃焼側
ファンの設定回転数を比較的低く設定するが、排気通路長が長い機種では、ファン騒音が
外部に漏れ出にくくなるため、非燃焼側ファンの設定回転数を比較的高く設定している。
従って、排気通路長の長い機種では、排気通路５の閉塞を生じたときに、非燃焼側ファン
の回転数を然程大きく増加補正しなくても、燃焼排ガスの逆流を防止できる。そこで、上
記定数Ｋを、排気通路長の短い機種では比較的大きな値（例えば、Ｋ＝２）とし、排気通
路長の長い機種では比較的小さな値（例えば、Ｋ＝０．５）としている。
【００２５】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して説明したが、本発明はこれに限定され
ない。例えば、上記実施形態では、ファン回転数とファン電流との相関関係に基づいて排
気通路５の閉塞度合を検出するようにしたが、排気通路５に風量センサを設け、このセン
サで検出される風量とファン回転数との相関関係に基づいて排気通路５の閉塞度合を検出
するようにしてもよい。
【００２６】
　また、上記実施形態は、第１バーナ２１で加熱する被加熱物たる第１熱交換器３１を給
湯用、第２バーナ２２で加熱する被加熱物たる第２熱交換器３２を暖房用とした給湯兼暖
房用の複合熱源機に本発明を適用したものであるが、第２熱交換器３２を風呂追い焚き用
とする給湯兼風呂追い焚き用の複合熱源機にも、更には、第１と第２の各バーナ２１，２

２で加熱する被加熱物を上記実施形態の如き水を流す熱交換器以外のものとする複合燃焼
装置にも同様に本発明を適用できる。
【符号の説明】
【００２７】
　１１…第１燃焼室、１２…第２燃焼室、２１…第１バーナ、２２…第２バーナ、４１…
第１ファン、４２…第２ファン、５…排気通路、９…コントローラ（閉塞検出手段）。
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